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③ご、よびやら 
発 行 所 

五所川原市役所 

484号 

昭和55年12月1日 

印刷 脚佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25,596人 
	

世 帯 数 	14,463 

	

52, 923人 
	

女 27,327人 
	

（昭和55年11月1日現在）住民基本台帳から 

『オールド・パワーのー日』 

はつらつ、老人スポーツ大会 

	

市老人クラブ連合会（葛西専造会長）のスボ ツ人 	胸にゼッケンをつけた選手たちは、一種目、一種目 

会は11月11日、市民体育館に51老人クラブから約2,000 にあらん限りの力を発揮、オールド・パワーの妙技？ 

人が参加して行われ、11種目に熱戦を繰り広げました。 を披露しました。 

手にした同じ色の相手を探してゴールに駆け込む婿 

	

探し・嫁探し競技やボ ル送り、玉入れ競技等に珍プ 	（写真一11月11日、市民体育館で） 

レーが続出、応援席から盛んに声援がとんでいました。 



（昭和55年 9 月30日現在） 予算額~ 14億3,105万円 

42.2% レ 

市 0% 

39.6% 彦 

14・6%巨 

24.3％亥 

易 47.8% 分担金及び負担金 公 債 費 

県 支 出 金 衛 生 費 

諸 

53.6% 影多多勿勿多芸 市  

323％ 彦亥名z影多多国 庫 支 

32 30 28 26 24 22 20 18 16 14 12 10 8 6 4 2 0 
億 
r」 

ロと き 昭和56年 1月 1日午前11時から 

ロところ 市民文化会館 

口会 費 1,200円。（中し込みと同時に納人 

してトさい。） 

ロ申込み締切り 12月20日（土）まで。 

ロ申込み先什総務課 二こごンノ 

年

末
で

す
ノ

・
 

市
税
完
納
に
ご

協
力
を
 

（
市
収
納
課
）
 

市

（
県
）
民
税
の
四

期
、

国
民
健
康
保
険
税
の
四
期

は
、
 

ト
．
月
一
十
八
目
が
納
期
限

と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

自
未

は
、
と
か
く
心
忙
し

く
、
納
期
が
遅
れ
た
り
、

納
 

税
を
忘
れ
が
ち

で
す
じ
 

未
納
の

方
は
、

早
め
に
市

税
を
納
め
、

明
る
い
正

月
を
 

迎
え
ま
し
ょ

う
。
 

歳 

収入済額 	 （収人率） 

42億6,712万円

収 入 率 37. 3% 

55.0% 
	〔支出率） 

歳 出 
支出済額 

47億5,909万円 

支出 率 41.6% 43.1%巨使用料及び手数料消 費
 

防
 

（第 3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 昭和55年（1980年）12月1日（484号） ② 

麟擁競醸議灘嚢 
55年度上半期から一 

地方自治法第 243条の 3 第 1項および五所川原市財政状況の公表に関する条例第 2 条 

の規定により、昭和55年 9 月30日現在における財政状況を公表します。 

昭和55 年11月 29 日 

五所川原市長 寺 田 秋 夫 

55年度ー般会計歳入歳出予算執行状況 



（日召和55年 9 月30日現在） 

衛生債 6,534/i円(1.2%J一つ 
災害復旧債 7, 7787j円 1.4%ゾ 
民生債 9, 282万円 1.6%  一l 

労働債 3,007/i刊 (0.6%) 
消防債 2, 96171PJ (0.5%) 

56億4,269万円 

(O0%) 

土 木 債 
36(53,65111(リ 

164.4%) 

農林水産 
3 億 1,831 )jI5 

5.6% 

教 育 債 
11(58,868 IJ「リ 

l 21.1% 

一
 
一
 
一
 
一
 

一
 
一
 
一
 
一
 

一
 
一
 
一
 

一
 
一
 
一
 

かn
”
嚇
に・

 

こ
の
切
替
工
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
 

行
う
た
め
、
十
二
月
十
日

（
水
 

）
午
後
二
時
前
後
五
分
間
は
電
 

十
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら
 

が
変
更
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
 

控
え
る
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

長
橋
局
は
五
所
川
原
局
に
局
名
 
話

の
利
用
を
で
き
る
だ
け
さ
し
 

、
“し
ー
ど
一
 
十
二
月
十
日
（
 

；
戸
《
ザ・

！k
一
F
妾
一
王
寸か
 

‘
「七工
，
「‘
ら
五
所
川
原
電
報
 

h
n
b'
h
n電
話
局
、
木
造
電
 

、」
才l
J

．
報
電
話
局
管
内
十
 

・

り
り

り
局
の

電
話
の
市
内
 

，」
●
‘
」
．局
番
が
ニ
ケ
タ
に
 

，に
．
月
に
・
な
り
ま
す
c
 

、」
巨t
冒
」
 
こ
の
市
内
局
番
 

・

り
‘q

ブ
ソー
の
ー
ーケ
タ
化
に
伴
 

・

H
一
 
，」J
い
五
所
川
原
局
、
 

に
一F

に
・
木
造
局
管
内
の
局
 

ー
‘
ー
一『
 相
互
間
の
通
話
は

市
外
局
番
を
回
わ
 

さ
な
く
て
も
つ
な
が
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
じ
市

内
で
あ
り
な
が
ら
市
外
局
番
を

回
わ
さ
な
け
れ
ば
通
話
が
で
き

な
か
っ
た
五
所
川
原
局
対
梅
沢

局
‘
長
橋
局
の
通
話
の
不
便
を

解
消
す
る
と
同
時
に
、
経
済
交

流
の
高
い
隣
接
の
市
町
村
問
は

市
外
局
番
な
し
で
通
話
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
 

通
話
料
金
は
今
ま
で
と
同
じ
で

す
。
 

ま
た
、
こ
の
姉
内
局
番
の
一
一

ケ
タ
化
と
同
時
に
、
梅
沢
局
、
 

午
前
七
時
三
十
五
分
か
ら
七
時
四
十
分
ま
で
 

「
五
所

川
原
市
だ

よ

り
」
 

ロ
放
送
局
名
 
青
森
放
送

（R
A
B
)
 

ロ
放
送
日
時
 
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

午
後
四
時
五
十
五
分
か
ら
五
時
ま
で
 

「
広
報
ご

し
ょ

が

わ

ら
」
 

ロ
放
送
局
名
 
青
森
テ
レ
ビ

（A
T
v
)
 

ロ
放
送
日
時
 
毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日
 

こ
視
聴
下
さ
い
 

、

、
 

墓地の購入者を募集  、＼ 
長者森平和公園 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」の

購人者を募集しています。 

ロ募集区画 	150区画 

ロ墓地面積 	1区画 5m' 

ロ永代使用料 	110,000111 

ロ管 理 料 	3,000円（年間） 

常時受け付けしています。 

巾し込みと同時に、永代使用料と管理料を納付 1 
していただきます。 

ロお問い合わせ 

詳しくは、市都市計画課（廿（5)21 11番・内線233 

番）へお問い合わせ下さい。 

③ （第 3 種郵便物認可） 

新しし、局番 

局 	名 新市外局番 新市内局番 

五所川原 0173 34 ・ 3 5 
（中川） 0173 36 
（飯詰） 0173 37 
梅 0173 五所川原28 
長 	橋 0173 五所川原29 

（梅沢、長 
橋局は12月 
10日から五 

所川原に局 
名が変わり 

ます） 
鶴 	田 0173 22 

柏 0173 25 
森 	田 0173 26 
木 	造 0173 42 
（館岡） 0173 45 

（五所川原電報電話局） 



r青森県最低賃金が改定 

 
ー
 

通
事
故
 

移
動
・
巡
回
相
談
所
 

十
二
月
は
、
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
 
き

・
十
二
月
十
日
（
水
）
、二
十
四
1
1（
水
」
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
三
十
分
ま
で
 

口
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
別
館
（
旧
中
央
公
民
館
」
 

県
交
通
事
故
相
談
所
 

戸
‘

L・
寸
民相

炎室
 

、
 

ノ
 

実施年」III 昭和55年10月20!I 

最低賃金額 1 日 2, 542円 

賃金の大部分が時間によって~」 lーー一」一一

定められている方については I ' ”ー」ー’ー I 」 

ただし、次に掲げる賃金は、最低賃金額の算定

には含まれておりません。 

(1）精皆勤手当（2）通勤手当（3)家族手当（4鳳刊寺に支

払われる賃金5)1 カ月を超える期問ごとに支払

われる賃金（賞与、期末手当などH6〕時問外労

働・休日労働に対して支払われる賃金及び深夜

労働に対する割増部分の賃金 

（青森労働基準局） 

ー
 

保育所（血）と受付定員 

所 在 地 保育所（園）名 定員 
柳 	田］ IL 所川 原保育園 1

 

1
  

0

0
0
0
0

0
0
0

0

0
0
0

0
0

0
0
0
0
 
 

2
6

6
6

2
6
6
6

6
9

9

6
9
6

6
6
6
6
 
 

飯 	詰 若 葉 保 育 園 

畜鳥 	ケ 	岡 三 好 保 育 所 

湊 さ か え 保 育 園 

松 島 町 まっしま団地保育園 

川 	山 中 川 保 育 所 

藻 藻 川 保 育 園 

羽 野 木 沢 七 和 保 育 園 

鎌 谷 町 

米 	田 

か ま や 保育 園

津 軽 野 保育 園 

雛 	田 第一さっき保育園 

下 平 井 町 第二さっき保育園 

梅 	田 梅 田 保 育 園 

蓮沼（平和町） さ く ら 保 育 園 

若葉（新宮団地） 新宮団地保育園 

神 	山 長 橋 保 育 園 

み ど り 田丁 な お み 保 育 園 

飯 	詰 た かた て保育園 r 

来
年
度
の
保
育
所
（
園）
児
 

一
一中
七
舞
務で
受
け
付
け
 

(
 

庭
で
、
他
の
方
が
保
育
に
当
た
 

れ
な
い
。
 

④
母
親
が
出
産
、
病
気
、
心
 

身
障
害
等
で
、
保
育
が
で
き
な
 

い
。
 

⑤
病
人
、
障
害
者
が
あ
り
、
 

母
親
が
看
護
に
当
た
る
た
め
、
 

保
育
が
で
き
な
い
。
 

⑥
家
庭
の
災
害

（
火
災
、
風

水
害
等
）
の
た
め
、
復
旧
の
間

保
育
が
で
き
な
い
。
 

▽
添
付
書
類
 

市
で
は
、
明
年

四
月
一
日
か
ら
保

育
所

（園
）
に
入

所
す
る
児
童
の
申

請
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
し
ま
す
。
 

▽
受
付
期
間

十

一
月
七
日

ー
 

十
二
月
二
十
七
日

ま
で
。
 

▽
受
付
場
所

市
福
祉
事
務
所
 

（
入
所
申
請
用
紙

は
、
当
所
及
び
各

保
育
所
（
園
）

に

あ
り
ま
す
）
 

▽
対
象
児
童
 

生
後
四
カ
月
以
上
、
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
で
、
家
庭
保
育

が
で
き
な
い
次
の
①
ー
⑥
ま
で

の
事
情
に
あ
る
家
庭
。
 

①
母
親
が
家
庭
外
で
仕
事
を

し
て
い
て
、
同
居
の
親
族
そ
の

他
の
方
も
保
育
が
で
き
な
い
。
 

②
母
親
が
家
庭
内
で
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
使
用

人
が
い
な
い
家
庭
。
 

③
母
が
死
亡
、
行
方
不
明
等

の
理
由
に
よ
り
母
が
い
な
い
家
 

の
五
十
五
年
分
源
泉
徴
収
票
、
 

所
得
税
納
付
書
、
五
十
五
年
度

納
税
通
知
書

（
市
民
税

・
固
定

資
産
税
）
 

回
母
親
が
勤
務
し
て
い
る
場

合
は
勤
務
証
明
書
。
 

”
母
親
が
出
産
、
病
気
の
場
 

合
は
母
子
手
帳
ま
た
は
診
断
書
。
 

な
お
、
お
お
む
ね
四
歳
以
上

で
、
集
団
保
育
が
可
能
な
通
園

で
き
る
軽
度
の
心
身
障
害
児
の

保
育
も
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
福
祉

事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
 

▽
入
所
の
決
定
は
 

家
庭
構
成
の
状
況
、
特
に
保

護
者
で
あ
る
母
親
の
労
働
形
態
、
 

家
庭
環
境
及
び
そ
の
他
の
状
況

を
面
接
、
実
態
調
査
し
、
決
定

し
ま
す
。
 

入
所
基
準
に
該
当
す
る
児
童

が
保
育
所
の
定
員
を
こ
え
る
場

合
は
、
そ
の
保
育
を
要
す
る
程

度
の
高
い
も

の
か
ら
定
員
の
範

囲
内
に
お

い
て
順
次
入
所
の
可

否
を
決
定
し
ま
す
。
 

希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
 

▽
入
所
保
育
園
 
第
一
さ
つ

き
保
育
園
（
雛
田
）
 

軽
い

心
身
障
害

児
も

受
付
け
 

対
象
児
は
福
祉
事
務
所
へ
 

（第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 昭和55年（1980年）12月I日（484号） ④ 
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広報ごしょがわら ⑤ （第 3種郵便物認可） 昭和55年（1980年）12月1日（484号） 

文化奨励賞 7団体、個人12人 に
 

化振回Uci 

市
の
五
十
五
年
度
「
文
化
奨
励
賞
」
の
表
彰
式
が
十
一
月
十
五
日
、
市
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
、
全
日
本
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
県
大
会
金
賞
の

五
所
川
原
合
唱
団
を
は
じ
め
七
団
体

十
二
人
の
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
、
日
本
教
育
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
日

本
教
育
版
画
協
会
賞
を
受
賞
し
た
五
小
六
学
年
、
全
国
版
画
力
レ
ン
ダ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で

特
賞
を
受
け
た
同
小
四
学
年
の
ニ
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

III川川川川川川“川川I川川川川川 

川川川川川I川I川川川川“II川川川 

第
十
四
回
定
期
演
奏
会
 

ロ
と
 
き
 
 
十
二
月
六
ロ
（
土
）
午後
六
時
 
ー
分
か
ら
 

ロ
と
こ
 
ろ
  
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
 

ロ
賛
助
出
演
 
五
所
川
原
マ
マ
コ
ー
ラ
ス
 

ロ
入
場
整
理
券
 
二
百

円
 

売
L
代
金
は
、
全
額
市
の
福
祉
事
業
に
寄
付
し
ま
す
。
 

五
所

川
原
合
唱
団
 

、
 

        

      

心のふれあいは 

   

               

   

昭和56年用の年賀はがき、20円と21円 

（寄付金っき）が発売中です。 

お早めにご準備ドさい。 

 

I 

 

              

               

         

（五所川原郵便局） 

 

               

          

年 

    

 

× 

          

            

  

!
 

        

             

蔽篠島賞表彰式 

▲賞状と記念品の伝達式 

表
彰
式
で
は
、
高
橋
市
教
育

委
員
長
が
団
体
の
代
表
、
個
人

一
人
一
人
に
賞
状
と
記
念

の
メ

ダ
ル
や
タ
テ
を
手
渡
し
、
 
「皆

さ
ん
の
業
績
は
、
市
の
文
化
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。
今

後
と
も
い
っ
そ
う
の
精
進
に
期

待
し
た
い
」
 と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
次
い
で
、
寺
田
市
長
、
 

小
野
市
議
会
議
長
ら
来
賓
が
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
五
小
五
年
生
の
松

木
稚

佳
子
さ
ん
が
、
 
「
こ
れ
か
 
 

ら
も
大
い
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
 

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

受
賞
さ
れ
た
団
体
、
個
人
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

◇
団
体
▽
五
所
高
放
送
委
員

会

（
N
H
K
杯
全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
研
究
発
表
部
門
優

秀
賞
）
▽
五
所
高
演
劇
部
（
県

高
校
演
劇
合
同
発
表
会
最
優
秀

賞
）
▽
五
所
高
吹
奏
楽
部
（
県

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
高
校

c
ク

ラ
ス
の
部
金
賞
）
▽
五
所

川
原

合
唱
団
（
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
 
 

ー
ル
県
大
会
金
賞
）
▽
五
所
高

音
楽
部
（
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
 

ー
ル
県
大
会
金
賞
）
▽
五
所
一

中
合
唱
部
（

R
A
B
こ
ど
も
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
）

▽
日

本
棋
院
五
所
川
原
支
部
（
日
本

棋
院
全
国
支
部
囲
碁
大
会
県
予

選
優
勝
）
 

◇
個
人
▽
短
歌
の
部
ー
野
呂

富
枝
（
津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
短
歌
会
」
 

▽
俳
句
の
部
廿
松
川
秀
満
（
五

所
川
原
俳
句
会
）
▽
作
文
の
部

甘
石
川
清
一
、
沢
田
真
奈
美
（
 

五
所
三
中
）
秋
田
敦
子

（
七
ッ

館
小
）
▽
囲
碁
の
部

ー
工
藤
和

豊
（
日
本
棋
院
五
所
川
原
支
部
）
 

木
村
慎
（
五
所
高
）
 

▽
ピ
ア
ノ
の
部
ー

一
戸
真
木
 

（
五所
高
）
 
一戸
秋
香
（
五
所

一
中
）

▽
書
道
の
部
廿
藤
田
正

幸
、
桜
庭
五
郎
（
五
所
川
原
書

道
会
）
▽
版
画
の
部
ー
松
木
雅

佳
子

（
五
所
川
原
小
）

I
 

◇
特
別
賞

廿
五
所
川
原
小
六

学
年
、
五
所
川
原
小
四
学
年
 

（
以上
版
画
部
門
）
 

◇
五
回
受
賞
者
廿
五
所
高
音

楽
部
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十
二
月
十
日
は
、
 
「
人
権
デ
 

ー
」
で
す
。
 

「
人権
の
共
存
 
互
い
に

相
手
の
立
場
を
考

え
て
豊
か
な

人
間
関
係
を

つ
く
ろ
う
…
」
を

強
調
テ
ー
マ
と
し
た
、
 
「
第
三

二
回
人
権
週
間
」
 
が十
二
月
四

日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
 

こ
ん
な
と
き
は
 
 

人
権
擁
護
委
員
へ
 

人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
人

権
に
関
す
る
心
配
ご
と
は
、
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
青
森

地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

へ

ご
相
談
下
さ
い
。
 

ロ
相
談
事
項
 

〇
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
場
 

八
ロ
 

除
雪
作
業
は
、
 

交
通
の
少
な
い
時

間
帯
に
行
う
た
め
、
 

夜
間
や
早
報
の
作

業
が
多
く
、
雪
、
 

地
吹
雪
中
の
作
業

の
た
め
視
界
が
悪

く
非
常
に
危
険
で

す
。
 

駐
車
し
て
い
る

部
分
が
除
雪
で
き

な
く
な
り
、

こ
れ

が
交
通
障
害
の
原

因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
 

除
雪
中

3
0ソ川
 

以
内
は
危
険
 

除
雪
車
は
、
重
機
械
で
あ
り

前
方
で
も
十
冒
以
内
に
入
る
と
 

〇
結
婚
、
離
婚
、
相
続
な
ど

家
事
問
題
 

〇
借
地
、
借
家
、
土
地
、
金

銭
貸
借
、
交
通
事
故
問
題

〇
隣
り
近
所
の
も
め
ご
と
、
 

そ
の
他
 

人
権
相
談
所
を
開
設
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
二
月
八
日
（
月
）
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

ロ
と
こ
ろ
 
市
内
岩
木
町
一
 

．
、「
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
」
 

死
角
に
な
り
ま
す
。
雪
の
な
か

に
入
っ
て
い
る
砕
石
、
木
材
、
 

ガ
ラ
ス
な
ど
が
飛
散
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
三
十
1
1以

内
に
近
寄
ら
な
い
で
下
さ
い
。
 

「右
側
走
行
」
 

の

除
雪
も
 

風
向
、
道
路
、
雪
提
条
件
で

右
側
を
走
行
し
な
が
ら
除
雪
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
車

は
除
行
し
て
下
さ
い
。
除
雪
機

械
は
作
業
中
必
ず

「
黄色
回
転

灯
」
を
点
灯
し
て
お

り
ま
す
。
 

除
雪
作
業
で
、
物
が
こ
わ
れ

た
り
、
ケ
ガ
人
が
で
た
ら
直
ち

に
関
係
機
関
へ
連
絡
願
い
ま
す
。
 

と
く
に
、
物
が
こ
わ
れ
た
場
合
、
 

早
急
に
報
告
さ
れ
な
い
と
原
因

究
明
が
困
難
に
な
り
保
障
の
対

象
外
に
な
り
ま
す
。
 

（
云
④
二
四
九
四
番
）
 

心
配

・
困
り
ご
と
相

談
は
市
民
相
談
室
で
 

市
庁
舎
正
面
玄
関
か
ら
二
階

に
の
ぼ
っ
て
左
側
に
市
民
相
談

室
を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

①
交
通
事
故

の
問
題
②
人
権

に
関
す
る
問
題
③
心
配
ご
と
の

相
談
④
役
所
の
仕
事
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
、
改
め
て
ほ
し
い
こ

と
、
離
婚
や
扶
養
に
関
す
る
家

庭
問
題
ー
な
ど
に
、
次
の
専
門
 

わ
が
国
の
年
金
制
度
は
、
 

国
民
年
金
の
ほ
か
に
厚
生
年

金
や
船
員
保
険
、
共
済
組
合

な
ど
全
部
で
八
つ
の
年
金
制

度
が
「あ
り
、
国
民
は
必
ず
、
 

ど
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入

し
、
誰
で
も
老
齢
年
金
を
受

け
る
事
が
出
来
る
よ
う
に

な

っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
年
金
制
度
で
は

老
齢
年
金
を
支

給
す
る
要
件

と
し
て
国
民
年
金
で
は
ニ
十

五
年
以
上
、
国
民
年
金
以
外

の
年
金
制
度
で
は
、
老
齢
‘
 

退
職
年
金
な
ど
で
二
十
年
以

上
の
加
入
期
間
を
必
要
と
し

ま
す
。
 

途
中
で
就
職
し
た
り
、
会
 
 

家
が
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
 

毎
週
水
曜
日
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
相
談
員
 
二
人
 

毎
週
金
曜
日
は
、
五
所
川
原
人

権
擁
護
委
員
 
一
人
 

毎
月
第
二
、
四
水
曜
日
は
、
県

交
通
事
故
相
談
所
員
 
一
人
 

場
所
 
市

民
文
化
会
館
別
館
 

（
旧
中
央
公
民
館
）
 

行
政
相
談
員

（坂
本
甚
作
氏

成
田
栄
一
氏
）
は
随
時
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
 

※
無
料
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。
 

社
を
や
め
た
り
、
幾
つ
か
の

年
金
に
加
入
し
た
人
は
、
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の

期
間
だ
け
で
は
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
事
も
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
で
、
国
民
年
金
や
厚

生
年
金
な
ど
に
加
人
し
た
期

間
は
、
数
珠
つ
な
ぎ

に
し
て

一
定
期
間
が
あ
れ
ば
、
加
入

し
た
制
度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
老
齢
年
金
を
支
給
し
よ
う

と
い
う
の
が
通
算
老
齢
年
金

の
制
度
で
す
。
 

（
た
だ
し
、
国
民
年
金
と

の
通
算
は
、
二
十
五
年
以
L
 

で
す
の
で
、
誤
解
の
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
）
 

牲
詔
「

第
三
一
一
 
回
人
権
週
間
」
 

障害にならないように 

路上駐車はしないで 

通
算

さ
れ
ま
す
 

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
 

~  



みんなで考えよう 

冬の省エネルギー 

年賀状は20日までに 

（五所川原郵便局） 

年賀状は、12月15日から引き受けを開始しますが、元

旦に届けるためには、遅くとも12月20日（土）までにお

出し下さい。 

ロ区分けをして 

お出しの際は、「市内あて」、「その他あて」 に分けて表

示し、束ねてお出し下さい。 

ロ「年賀」の表示を 

私製はがき、お年玉つき以外の年賀状は、普通の郵便

物と間違えないよう表面に 「年賀」 と朱書きして下さい。 

ロ郵便番号、あて名は、はっき‘J 

区分け作業を正確に、早く進めるために郵便番号とあ

て名は正確にはっきりと書いて下さい。郵便番号簿は、 

郵便局の窓口で差し上げます。 

年末の小包は早めに 

年末は郵便物が混み合いますので、お歳暮等年末の小

包は12月15日までにお出し下さい。 
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作業の 

路
上
故
障
の
時

は
目
印
を
 

雪
の
な
か

に
車
を
乗
り
捨
て

ま
す
と
地
吹
雪
、
降
雪
な
ど

で

埋
も
り
、
除
雪
車
が
発
見
で
き

ず
衝
突
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
 

目
印
に
は
、
赤
旗
を
で
き
る

だ
け
高
く
立
て
て
下
さ

い
。
 

路
上
に
雪
を
 

捨
て

な
い
 

除
雪
は
、
全
 

部
機
械
力
で
お
 

サ
」な
い
ま
す
の
 

で
、
路
側
に
雪
 

が
た
ま
り
ま
す
。
 

こ
の
雪
は
、
 一

定
量
に
な
る
と

運
搬
、
排
雪
し

ま
す
の
で
通
路

な
ど
に
入
っ
た

雪
は
路
側
に
積
 

ん
で
お
い
て
下

さ
い
。
 

道
路
は

広
 
く
 

私
有

物
件
 

（
材木
、
鋼
材
）
 

が
路
上
に
は
み

出
し
て
お
り
ま

す
と
除
雪
車
が

衝
突
、
巻
き
込
 
 

み
の
た
め
重
大
な
事
故
発
生
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
歩
道
に
車
を
乗
り

入
れ
る
た
め
歩
車
道
の
境
界
に

お
い
て
い
る
木
材
、
鋼
材
は
積

雪
状
態
に
な
る
と

使
用
さ
れ
な

い
わ
け
で
す
か
ら
冬
期
間
は
取

り
外
し
て
下
さ
い
。
路
上
で
の

ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
 
か
ま

く
ら
」
遊
び
は
や
ら
な
い
で
下

さ
い
。
 

除
 
雪
 
に

ご

協
力
を
 

屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪
は
で

き
る
だ
け
空
地
な
ど
に
捨
て
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

一
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
ま

だ
納
め
て
い
な
い

人
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
 

昭
和
五
十
五
年
度
の
三
期

分
（
十
・
十
一
・
十
二
月
分
）
 

の
保
険
料
を
納
め
る
期
限
は

十
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
に

加
入
し
て
い

て
も
、
保
険
料
を
納
め
て
い

ま
せ
ん
と
、
万

一
、
け
が
を

し
た
り
、
ご
主
人
が
亡
く
な

ら
れ
た
時
な
ど
に
、
障
害
年

金
、
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
 

「
‘
く
J
％
く
一
、

5
1
一
く
f
く
く
く
J
、
“

く
く・、
、

く
く・、
、

く
 

ら
れ
ま
せ
ん
し
、
老
齢
年
金
 

も
受
け
ら
れ
な
い
事
が
あ
り
 

ま
す
。
 

ま
た
、
う
っ
か
り
、
納
め

忘
れ
の
ま
ま
二
年
を
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
と
、
時
効
に
よ
 

し
’
 

9
 
i
J
 

よ
 
、
 
ノ
‘
 
’
十
 
こ
 
ー
 
ー
ノ
 
“
 
し
 
ナ
ー
 
，
 

限
 
い
 
か
 
つ
 
’
納
時
 
を
 
り
 
事
 
老
 
．
 

,
 ま

 
よ
 
ら
 
た
 
手
 
め
 
効
過
 
、
 
が
齢
 
プ

1 、
 
’
 

で
 
う
 
’
り
 
金
 
る
 
に
 
ぎ
納
 
あ
 
年
 
～
 
」
 

に
 
に
 
こ
 
す
 
を
 
事
 
よ
 
て
 
め
 
り
 
金
 

 
I
 

っ
て
、
保
険
料
を
納
め
る
事
 

が
出
来
な
く
な
り
、
年
金
を
 

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
 

る
事
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
 

の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
 

保
険
料
は
必
ず
期
限
ま
で
に
 

納
め
て
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

納

め
ま
し

た

か
 

。期 な す な り を 、年 か 
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市
中
央
公
民
館
で
は
、
初
心
 
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

者
を
対
象
と
し
た
五
十
五
年
度
 
ふ
る
っ

て
お
申
し
込
み
下
さ

の
後
期
「
あ
な
た
の
教
室
」
の
 
い
。
 

歳
末
た
す
け
あ
い
の
募
金
運
 
り
の
お

年
寄
り
ゃ
体
の
不
自
由

動
が
、
今
年
も
十
二
月
一
日
か
 

な
方
な
ど
の
恵
ま
れ
な
い
家
庭
、
 

ら
三
十
一
日
ま
で
の
ー
カ
月
間
 
施
設
等
に

配
分
さ
れ
ま
す
。
 

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

皆
ん
な
で
明
る
い
正
月
を
迎

皆
さ
ん
の
温
か
い
協
力
を
お
 

え
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
善
意
 

願
い
し
ま
す
。
 

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
か
ら
協
力
い
た
だ
い
 
市

社
会
福
祉
協
議
会

（
。④
 

た
義
援
金
（
品
）
は
、
寝
た
き
 
三

四
九
四
番
）
 

乳幼児の健康診査 後
期
「
あ
な
た
の
教
室
」
 

受
講

者
を

募

集
 

「
歳末
助
け
あ
い
運
動
」
始
ま
る
 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後 0時30分から 1時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在、病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けて 

いる乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も1］い王す。 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ ろ 

3カ月児 昭和55年 8 月
生まれの乳児 12月10日 

市民文化会館 

別 	館 

a日中央公民館） 

6カ月児 昭和55年 5 月
生まれの乳児 12月16日 

1 	歳 
6力月児 

昭和54年 6 月
生まれの乳児 12月23日 

受
講
希
望
者
は
、
十
二
月
十

五
日
ま
で
、
市
内
鎌
谷
町

一
一

七
ー
七
、
市
中
央
公
民
館
へ
郵

便
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

お
申
し
込
み
の
際
は
、
希
望

す
る
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
 

電
話
番
号
を
明
記
し
、
押
印
し

て
下
さ
い
。
 

ロ
教
室
の
種
別
 

生
花
、
作
法
、
裁
断
、
料
理

茶
道
、
民
謡
、
着
付
、
軽
ス
ポ
 

ー
ッ
等
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
先
 

市
中
央
公
民
館
（
呑
⑤
六
〇

五
六
ー
八
番
）
 

慰
問

あ
り
が

と
う
 

▽
ー
月
二
十
三
日
「
恵の
箱
」
 

か
ら
現
金
九
千
七
百
六
十
円
寄

付
▽
十
月
二
十
五
日
、
五
一
中

演
劇
部
が
演
劇
で
慰
問
、
同
校

青
少
年
赤
十
字
部
が
ク
ッ
シ
ョ

ン
、
タ
オ
ル
、
石
け
ん
を
寄
贈

▽
十
一
月
二
十
日
、
五
所
川
原

甚
句
保
存
会

（鶴
谷
初
太
郎
会

長
）
が
甚
句
踊
り
で
慰
問
 

鶴
谷

さ
ん
姿
見
寄
贈
 

市
内
本
町
の
鶴
谷
公
美
子
さ

ん
は
こ
の
ほ
ど
、
市
中
央
公
民

館
に
姿
見

一
台
（
五
万円
相
当
）
 

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ

ん
を
生
み
育
て
る

た
め
、
ま
た
、
安

固
 心

し
て
お
産
の
準
 

備
が
で
き
る
よ
う

五
所
川
原
保
健
所

で
は
次
の
日
程
で
 

「母
親
学
級
」
を

開
き
ま
す
。
 

ぜ
ひ
ご
出
席
下
 

さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
一
→
 

(
 
l
 

J
  

一
そ
れ
だ
け
早
い
還
付
が
受
け
 

》
ら
れ
ま
す
。
 

一
 
還
付
は
、
次
の
よ
う
な
方

一
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

一
 
一
、
出
稼
者
な
ど
で
昭
和

一
五
十
五
年
の
中
途
で
出
稼
ぎ
 

ー
 に
行
き
、
中
途
で
戻
っ
て
き
 

ー
 

ー
 

J
 

‘
 

ー
．
 

‘
 
「
ー
 ．
‘
 

"'
 

一
 
二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ノ
で
昭

一
和
五
十
五
年
の
中
途
で
退
職
 

ロ
と
き
 
五
十
六
年
一
月
十

四
日
（
水
）
 
テ
ー
マ
「出
産
」
 

ロ
と
き
 
五
十
六
年
一
月
一
一

十
八
日

（
水）
 
テ

ー
マ
 
「
赤

ち
ゃ
ん
の
保
育
」
 

ロ
受
付
時
問
及
び
場
所
 

い
ず
れ
も
午
後
零
時
四
十
五

分
か
ら
五
所
川
原
保
健
所
 

母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
下

さ
い
。
 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

し
、
再
就
職
し
な
い
た
め
年

末
調
整
を
し
て
い
な
い
方
。
 

三
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
災

害
や
盗
難
に
あ
っ
た
方
、
多
 

蒸
麟
認
受『琴
勲
濃

隣
誌
碑
 雄
競
 

一
 
」

α
α
砕
』
迂
葺
，
告
目
 

月
ふ
）
 

末
こ馴
零
了
包
して
ど
）ご
‘
万
l
 

r
o
 寸
J‘
ヌニ
シ‘
う
」J
+‘
昌
Fり
 
一
 

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方

お
よ
び
住
宅
を
新
築
し
た
り

新
築
住
宅
を
購
入
し
た
方
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
五
所
川

原
税
務
署
（
廿
④
三
一
三
六
）
 

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

青
色

申

告
の
 

決
算
説

明
会
 

五
所
川
原
税
務
署
で
は
、
 

「「「麟
一
 

末
広
町

・
五
所
川
原
保
健
所
前

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

ま
で
、
栄
町

・
県
合
同
庁
舎
前
 

冷
害
被
災
農
家
の
 

救

援

金
募

集
 

ロ
募
集
関
係
団
体
 
日
赤
県

支
部
、
東
奥
日
報
社
、
陸
奥
新

報
社
、
青
森
放
送
（
R
A
B
）
、
 

青
森
テ
レ
ビ

（
A
T
v
）
、デ

ー
 

リ
ー
東
北
新
聞
社
、
県
社
会
福

祉
協
議
会
 

ロ
受
付
期
限
 
十
二
月
二
十

日
（
土
）
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

」
 

会
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
ー
 

す
。
対
象
に
な
る
方
は
出
席

一
 

し
て
下
さ
い
o
 

『
 

A
 

ロ
と
き
 
十
二
月
四
日

（
 
一

木

）
  
午後
一
  
時三
十
分
か
ら

一

三
時
三
十
分
ま
で
 

一

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
 

一

ロ
対
象
者
 
三
百
五
十
人
 

ロ
と
き
 
十
二
月
五
日

（
 

金
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

一
 

三
時
三
十
分
ま
で
 

」
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
 
一

ロ
対
象
者
 
三
百
五
十
人

一
 

一
一三
！
三
！
一
三
『
『
一
」
一
一
三
！
三
三
三
三
三
！
三
三
三
三
三
三
三
一
 
三
三

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三三
三
一
一
 

三fb 
6又 囲囲園皿日 

一
た
方
。
 

月
十
日
（
水
）
テ
 

移
動
採
血
車

「
青
い
鳥
号
」
 

ー
マ
「
妊
娠
の
よ
 
が

次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行
 

ろ
こ
び
」
 

い
ま
す
。
ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
ニ
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

月
ニ
十
四
日
（
水
）
 
テ

ー
マ
 
＠
十

二
月
十
八
日

（
木）
午
 

「妊
娠
中
の
生
活
」
 
前
十

時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
 

一
 
所得
税
の
還
付
申
告
 

舞
結
襲
籍
一
 

一
の
申
告
を
早
目
に
行
う
と
、
 

害
や
盗
難
に
あ
っ
た
方
、
多
 

t
て
1
ュc
し
 

一
 

決
算
及
び
年
末
調
整
の
説
明
一
 

、
 

γ

ー
J
・
く
く
く
く
く
‘
・“
f
・
く
・
‘
く
一
、
・

、J
・
く
く
く
・

・
、
‘
J
、
くf・
く
一
、

‘
、
く
く‘
？・
・
く
く
く
・

・
ー
・

・1
、
、
、
“
、く
‘
！、
く
く
く
く
ノ
、
‘

J

・
‘
？
、
く
“

J
‘
・
‘
I
・くJ
、‘J
?

“
ー
 
‘
、
‘
、
く

ノ‘
・
～
 

r
 

広
報
紙

の
早
期
配
布

に
ご
協
力

下
さ
い
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